
第８４号 
12000部発行 

月刊武松 １０２,４４１円 
６～８月の支出（図書、備品、慶弔、飲食は除く) 

情報公開の第一歩 政治資金を見えるようにします。 

市政を考える 

たけまつ    ただし

武松 忠 
印刷代（月刊武松印刷代）                   ８,２４２円 

交通費（駐車場、燃料代、高速代） ３５,４６７円 

会場費                 ６００円 

通信費（携帯電話代）          ５８,１３２円   
支出計 07/6/3～07/9/2                    １０２,４４１円  

 

発行日  

０７/９/３ 

 たけまつ  ただし 

頒布責任者： 武松 忠 (市議会議員) 
武松政策研究会 

 

お城通り地区再開発事業お城通り地区再開発事業!!??  
事業計画を見直し、駐車場棟も計画！事業計画を見直し、駐車場棟も計画！事業計画を見直し、駐車場棟も計画！   

月刊武松 第８４号  武松政策研究会 討議資料 

■事業計画が具体化 

 事業施工者公募の優先交渉権者が、地権者やテナ

ントと交渉を進めていく中で事業計画が見直されま

した。基本設計と大きく異なりますが、一部未同意

地権者も新たに参画するなど朗報もありました。 
 

延床面積１００００㎡増 

 建築面積増と増床（地下1階）により、10000㎡

床面積を増やしました。なお、地下１階のレベルは

お城通りと同一です。 
 

自走式駐車場約１１５台 

 施設棟３階には、約115台の自走式駐車場が計画

されており、コンベンションやホテル利用の際も便

利な構成となっています。 
 

駐車場棟（約３００台）を設置 

 従来までは、林間駐車場となっていましたが、駐

車場棟を建設することになりました。地上３階建

て、延床面積6,900㎡の自走式で駐車台数約300

台、駐輪場約300台となっています。 

 施設棟と合わせて約415台の駐車場ができます。 

表１ これまでの計画概要の推移 

項目 見直し前 
‘06/1 

見直し後 

‘07/8 

見直し後 

建物高さ 
127m 

30階地下1階 

31m 
8階 

31m 
８階地下1階 

延床面積 46,128㎡ 18,254㎡ 28,350㎡ 

ホテル 12,046㎡ 6,558㎡ 4,450㎡ 

ﾌｨｯﾄﾈｽ ０㎡ ０㎡ 3,100㎡ 

ｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ 4,710㎡ 3,701㎡ 1,850㎡ 

ｵﾌｨｽ商業他 8,933㎡ 7,993㎡ 10,000㎡ 

賃貸住宅 17,166㎡ 0㎡ ０㎡ 

駐車場 0㎡ ０㎡ 4,600㎡ 

事業費合計 129.0億円 54.7億円 
89.0億円 

駐車場棟含む 

市支出金 7.0億円 2.5億円 3.8億円 

約300台 

駐輪場 約300台 

←お城通り         線路→ 

約115台 

図１ 施設構成全体図 

図２ 施設棟断面図 
 お城通り側に緑道を設置し、２階以

上及び６階以上の壁面が後退している

構成で、お城通りの圧迫感を和らげる

構成となっている。 



▼利用しやすい料金設定

▼事業施行者の採算ライン

賃料・
運営管理費

収 入

市の
負担額

月刊武松 第８４号  武松政策研究会 討議資料 

 武松政策研究会からのお知らせ 

 ９月の勉強会は 
 日 時：９/2２（土）18時～20時 

 場 所：市民学習フロア 学習室A （旧丸井１階ﾄﾞﾗｯｸﾞｽﾄｱ奥のｴﾚﾍﾞｰﾀで４階）  

 テーマ：「お城通り再開発事業について」   

 参加費：100円 終了後、実費で懇親会を行います。  
ｉモード用ＨＰのＱＲコード → 

 

配布方法を国府津･酒匂地域では読売新聞の折込みに致します。 
 

 寄付は、ジャパンネットバンク 本店 普通口座 ７９４１３７７ タケマツタダシ  

     さがみ信用金庫 ﾀﾞｲﾅｼﾃｨｲｰｽﾄ出張所 普通口座 ００５１２２８ 武松政策研究会 武松忠 まで 

月刊武松は本人とﾎﾞﾗﾝﾃｨｱが配布しているため、行き届かないところがありますが、読み終わりました

ら知合いの方にお渡しいただけると幸いです。また、ｅメールでも送付していますので連絡下さい。 

お城通りｺﾝﾍﾞﾝｼｮﾝ！ 

狭い日本みんな急いでどこ行くの？   栢山 80代 男性 

 冠省略、３期目の当選おめでとう。我が家のかみさん喜寿の坂を越えてますます元気。されど政治的

な話は駄目で、されど毎回遠くにも拘らず｢月刊武松」を届けられる姿に感激。私は真面目を買いますと

大のファン。人柄を信じ陰ながら応援しています。 

 私の家も２世帯６人の有権者がありますので選挙の度それぞれの意見があります。私も８０年余りこ

の街でお世話になっております。それなりの苦労もあります。平素のお礼は選挙の支援しか私達にはあ

りません。 

 そこで「３期目の所感」で貴兄の意見で賛成と反対があります。合併の問題は先生方と違い、市民に

は市民の思惑もあります。「狭い日本みんな急いでどこへ行くの」 
 

 お便りありがとうございます。私も性急な合併議論と住民感情の差をはっきりと感じています。これ

まで私は、合併には慎重な意見を持っていました。しかし、行政最大の問題点は、人口減少時代におけ

る職員の人件費です。また合併した場合、同規模の自治体に比べ1000人以上（人件費年間80～90億

円相当）も職員が多いことがわかったからです。その人件費を痛み無く減らすには、団塊の世代の職員

が大量に退職するこの時期に如何に採用を減らすことができるか？と規模の大きな自治体になって、よ

り優秀な人材を少数集めるかにかかっていると考えるようになったからです。 もしこの時期を逃すこ

とがあれば小田原市は合併をすべきではないと考えています。 

The Voice  今までに頂いたご意見から   
図３ 施設棟４階コンベンション施設平面図 

 ■ホールに７００～７５０名収容 

 市民会館の本館機能を分担するお城通り地区再開

発事業のコンベンションは、施設棟４階のお城側で

床面積1,850㎡となります。 

 施設はホールと会議室です。大ホール約５６０㎡、

中ホール約１８０㎡で、一体的な利用も対応でき、併

せて約740㎡の収容人数は､椅子だけを並べる方式

で､概ね700～750人となります。会議室は約２０㎡

～１００㎡の面積で７室で約３００㎡となっています。 

 利用料金は、市民はもちろん、より広範からの集

客を期待するため利用しやすい料金を設定する必要

があります。   

 そこで、賃

料･運営管理

費から利用料

収入を差し引

いた差額を市

が負担するも

のです。 
 

▼利用しやすい料金設定

▼事業施行者の採算ライン

賃料・
運営管理費

収 入

市の
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年間約 

9200万円 


